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命 ど ぅ 宝

松本　誠　

《恵みに生かされて》

に
し
な
け
れ
ば
、
と
思
い
を
新
た
に
す

る
の
で
あ
る
。
先
日
祖
父
が
96
歳
の
天

寿
を
全
う
し
た
。
そ
の
表
情
か
ら
は
激

動
の
時
代
の
中
で
与
え
ら
れ
た
命
を
精

一
杯
生
き
た
満
足
感
に
満
ち
溢
れ
て
い

た
。
私
も
祖
父
の
よ
う
に
精
一
杯
生

き
、
命
を
大
切
に
し
た
い
。
そ
れ
は
沖
縄

の
人
た
ち
が
『
命
ど
ぅ
宝
』
と
い
う
言
葉

を
子
に
、
孫
に
伝
え
て
い
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
昨
年
与
え
ら
れ
た
娘
に
も
、
ま

た
後
世
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
こ
と
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　

　
　（
三
光
教
会
信
徒
）

　
　【
本
欄
に
は
教
役
者･

信
徒
（
教
会･

礼
拝
堂
）
ほ

ぼ
交
互
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
順
番
は

広
報
委
員
会
部
内
ル
ー
ル
で
決
め
、
信
徒
執
筆
者
の

選
定
の
み
当
該
教
会･

礼
拝
堂
に
委
ね
て
い
ま
す
。】

　
私
は
中
高
生
時
代
を
沖
縄
で
過

ご
し
た
。
沖
縄
に
は
『
命
ど
ぅ
宝
』

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
命

こ
そ
宝
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
世

界
で
は
戦
争
が
あ
ち
こ
ち
で
起
こ

り
、
近
年
で
は
凶
悪
な
犯
罪
事
件

が
絶
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
知
ら

せ
を
受
け
る
に
つ
け
、
命
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
命
の

大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
身
近
な
と
こ
ろ
に
目
を
向
け

て
み
る
と
、
自
分
自
身
も
心
身
の
悩
み
の
あ
ま

り
、
自
分
が
存
在
価
値
の
な
い
も
の
の
よ
う
に

思
わ
れ
た
り
、
命
を
粗
末
に
す
る
よ
う
な
こ
と

を
考
え
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

時
に
出
会
っ
た
の
が
こ
の
言
葉
で
あ
る
。
今
で

も
思
い
悩
ん
だ
り
、
辛
い
時
に
は
こ
の
言
葉
を

思
い
出
し
、
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
命
を
大
切
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◇
10
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
日
曜
給
食
活

動
の
た
め
▽
教
役
者
緊
急
援
助
資
金

の
た
め
▽
月
島
聖
ル
カ
保
育
園
の
た

め
▽
こ
ど
も
の
た
め
の
ミ
ニ
ス
ト

リ
ー
の
働
き
の
た
め
▽
社
会
事
業
の

日(

特
定
25
＝
10
月
29
日
）

　
▽
Ｍ
Ｊ
Ｍ
東
京
主
催
「
テ
ゼ
の

祈
り
の
会
」
が
11
月
９
日
（
木
）
10

時
半
か
ら
12
時
半
、
管
区
事
務
所
３

Ｆ
会
議
室
で
開
か
れ
る
。
講
師
＝
植

松
功
さ
ん
（
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教

会
）
、
参
加
費
五
百
円
。
照
会
電
話
03

（
３
３
９
４
）
４
３
４
４
。

　
▽
立
教
女
学
院
チ
ャ
ペ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
が
小
・
中
・
高
・
短
大
各

聖
歌
隊
、
中
・
高
各
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク

ワ
イ
ヤ
ー
に
よ
り
、11
月
11
日（
土
）

14
時
か
ら
同
学
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

 今週・来 週 の予 定

１０月２９日～１１月１１日

２９（日）聖霊降臨後第２１主日

主教巡回　

　　聖オルバン教会　

３１（火）教区企画室

礼拝音楽委員会

１１月

　１（水）教区墓地礼拝（各地）

エルサレム教区

　　　　協働委員会

　２（木）教区墓地礼拝（各地）

　５（日）聖霊降臨後第２２主日

主教巡回　聖マリア教会

　７（火）銀座朝祷会

１０（金）職員会議

広報委員会

１１（土）信徒講座：聖書の学び

　　（アンデレホール）

礼
拝
堂
で
行
わ
れ
る
。
無
料
。
照
会

電
話
＝
03
（
５
３
７
０
）
３
０
３
８

（
月
・
火
・
木
・
金
曜
）
。

　
◇
秋
の
バ
ザ
ー
11
月

　
　（
教
会
名
の
あ
と
の
数
字
は
開
催
時
間
）

４
日
（
土
）
聖
バ
ル
ナ
バ
　
12
～
15

５
日
（
日
）
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
12
～
15

11
日
（
土
）
茨
十
字
（
葛
飾
学
園
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11
～
14
半

12
日
（
日
）
　
聖
愛 

12
半
～
14
半

　
　
　 

 

　
清
瀬
聖
母
11
・
45
～
14

　
▽
聖
マ
ル
チ
ン
教
会
再
生
ク
リ

ス
マ
ス
カ
ー
ド
委
託
販
売
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。収
益
は「
カ
パ
テ
ィ
ラ

ン
」
の
働
き
や
聖
堂
建
設
資
金
な
ど

に
用
い
ら
れ
、
ま
た
一
部
は
販
売
教

会
・
施
設
に
も
還
元
さ
れ
る
。
照
会
・

申
込
み
は
同
教
会
へ
。電
話
03（
３
９

３
２
）
２
３
８
２
。

（こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
）
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常
置
委
員
会
報
告
（
10
月
20
日
）

 

主
な
協
議
事
項

＊
第
一
〇
三（
定
期
）教
区
会
に
提
出

す
る
07
年
度
教
区
予
算
に
つ
い
て
、

財
政
委
員
長
か
ら
教
区
予
算
案
算
出

明
細
書
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
今
後

の
見
通
し
を
含
め
協
議
・
検
討
し

た
。
複
数
神
学
生
の
卒
業
で
教
役
者

俸
給
が
大
幅
に
増
額
す
る
た
め
、
教

区
費
分
担
金
の
増
額
が
必
要
と
な
る

が
、
各
教
会
献
金
額
の
減
少
傾
向
を

考
慮
し
、
同
分
担
金
額
は
06
年
度
の

ま
ま
、
伝
道
牧
会
資
金
の
取
り
崩
し

の
み
に
よ
る
予
算
案
を
了
承
し
た
。

　
▽
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
と
の
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
つ
づ
け
て
い
る
東
京
教

区
で
は
来
年
夏
、
現
地
の
障
害
者
施

設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
ろ
う
と
、

「
エ
教
区
協
働
委
員
会
」
（
委
員

長
・
神
﨑
雄
二
司
祭
）が
先
方
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
交
流
の
実
を
挙
げ

る
た
め
、
計
画
の
段
階
か
ら
参
加
可

能
な
人
を
募
集
中
。詳
し
く
は「
エ
教

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
募
集
」

案
内（
各
教
会
・
礼
拝
堂
宛
送
付
済
）

を
参
照
。照
会
な
ど
は
神
﨑
司
祭（
聖

救
主
教
会
）
ま
た
は
教
区
宣
教
主
事

宛
に
。
締
め
切
り
は
年
末
。

 

▽
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂
の
恒

例
「
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
・
夕

の
祈
り
」
が
11
月
１
日
（
水
）
18
時

半
、
19
時
か
ら
行
わ
れ
る
。
演
奏
者

は
ダ
グ
ラ
ス
・
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
。入

場
無
料
（
会
場
献
金
）
。

　
▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
・
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
会
は
日
光
真
光
教
会
訪

問
の
旅
を
11
月
８
日
（
水
）
に
行

う
。同
教
会
聖
堂
で
聖
餐
式
の
後
、紅

葉
狩
り
な
ど
親
睦
の
バ
ス
旅
行
。

《
今
、こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
目 

白 

聖 

公 

会

　
毎
主
日
の
よ
う
に
お
迎
え
す
る
新

来
者
。当
教
会
で
は
、新
し
い
方
に
少

し
で
も
教
会
に
続
け
て
通
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、見
守
り
、サ
ポ
ー
ト
を

す
る
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
動

き
が
出
て
き
た
。
そ
の
準
備
会
を
20

数
名
で
開
催
。
新
来
者
が
教
会
で
戸

惑
う
場
面
は
？
必
要
な
声
か
け
は
？

な
ど
、
新
来
者
の
立
場
に
立
っ
て
従

来
の
対
応
を
見
直
し
、
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
っ
た
。
ま
た
信
徒
側
の
受
け

入
れ
態
勢
作
り
、
笑
顔
で
挨
拶
し
合

え
る
教
会
に
、な
ど
の
意
見
も
。話
題

は
教
会
の
使
命
・
宣
教
姿
勢
へ
と
広

が
る
。
こ
う
し
た
会
合
の
積
み
重
ね

が
重
要
だ
ろ
う
。
訪
ず
れ
る
人
が
ま

た
来
た
い
と
思
う
教
会
を
目
指
し
祈

り
つ
つ
。         

（
伊
東
久
美
子
）
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
25

　
オ
ゥ
ル
リ
ム
の
旅
を
終
え
て

 

大
韓
聖
公
会
ソ
ウ
ル
教
区
を
訪
問

し
、
同
教
区
の
人
々
と
の
交
わ
り

と
、
野
宿
者
や
外
国
人
労
働
者
に
対

す
る
社
会
司
牧
の
現
場
で
の
学
び
を

目
的
と
し
た
『
オ
ゥ
ル
リ
ム
の
旅
』

(

教
区
正
義
と
平
和
協
議
会
主
催)

は
、
10
月
13
日
～
16
日
の
４
日
間
、

21
人
の
参
加
者
（
内
聖
職
者
５
名
）

に
よ
り
実
施
さ
れ
、
参
加
し
た
。

　
日
程
的
に
も
内
容
に
つ
い
て
も

ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
さ
れ
た
濃
密
な
も
の

で
あ
っ
た
。
大
韓
聖
公
会
が
教
会
の

使
命
で
あ
る
福
音
宣
教
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
を
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
意
義

深
く
受
け
取
っ
て
い
っ
た
。

　
主
な
訪
問
先
は
、
ソ
ウ
ル
駅
を
中

心
に
野
宿
者
の
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
タ
シ
ソ
ギ(

「
再
び
立
ち
上
る
」

の
意
味)

セ
ン
タ
ー
、
南
陽
州
の
教

会
に
あ
る
在
韓
外
国
人
労
働
者
支
援

活
動
の
た
め
の
施
設
シ
ャ
ロ
ー
ム
の

家
、
そ
し
て
明
洞
大
聖
堂
の
主
日
聖

餐
式
へ
の
出
席
、
オ
モ
ニ
会
と
の
交

流
会
、
西
大
門
刑
務
所
跡
や
民
主
化

の
た
め
の
犠
牲
者
・
殉
難
者
の
た
め

の
墓
地
訪
問
…
。

　｢

韓
国
の
聖
公
会
の
熱
さ｣

、
そ
の

熱
さ
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
強
く

感
じ
ら
れ
た
の
は
教
会
か
ら
発
せ
ら

れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ブ
レ
が
な
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
大
韓
聖
公
会
の

社
会
司
牧
の
あ
り
方
を
説
明
し
た
総

務
部
長
金
司
祭
、タ
シ
ソ
ギ
セ
ン
タ
ー

所
長
の
林
司
祭
の
言
葉
は
も
と
よ
り

平
日
早
朝
、
主
日
の
聖
餐
式
な
ど
説

教
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
い
る
の
は

｢

イ
エ
ス
が
共
に
い
た
の
は
貧
し
い

人
、
小
さ
く
さ
れ
た
も
の
た
ち
で
あ

る｣

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。行
政
の

社
会
福
祉
の
整
備
が
不
十
分
な
状
況

の
中
、
小
さ
き
も
の
の
側
に
立
つ
こ

と
に
一
貫
し
て
働
い
て
き
た
こ
と
。

あ
く
ま
で
も
信
仰
に
基
づ
い
て
行
動

し
て
い
る
こ
と
が
熱
さ
や
強
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
た
。

　
韓
国
の
社
会
状
況
が
全
て
日
本
に

当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が

今
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
社
会

の
現
実
の
中
で
、
教
会
が
ど
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く
の

か
、
そ
の
ブ
レ
の
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
共
に
考
え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
福
音
宣
教
の
力
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
感
じ
た

旅
で
あ
っ
た
。

執
事
　
須
賀
義
和


